
特集　漱石のにじみ出る美術愛　編集者　吉田晃子………………………２
展示報告・活動報告………………………………………………………………４・５
漱石山房記念館所蔵資料の紹介No.18…………………………………………６
… 小宮豊隆…原稿…「漱石二十三回忌」上中下
ミュージアムショップ… ………………………………………………………………７
リレーエッセイ…第15回　半藤末利子さんとの対談こぼれ話… ………８
… 朗読の会「野の花」　野間脩平
ミュージアムめぐり第9回　県立神奈川近代文学館………………………８



漱
石
の
に
じ
み
出
る
美
術
愛

の
曲
り
具
合
」
と
答
え
る
野
だ
も
、坊
っ
ち
ゃ
ん
同
様
に
タ
ー

ナ
ー
を
知
ら
な
い
様
子
が
見
て
と
れ
て
、
こ
ん
な
と
こ
ろ
に

も
野
だ
い
こ
の
太
鼓
持
ち
ぶ
り
が
表
れ
て
い
る
の
だ
。

　
ロ
ン
ド
ン
留
学
中
、
漱
石
は
大
英
博
物
館
や
ナ
シ
ョ
ナ
ル・

ギ
ャ
ラ
リ
ー
、
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
＆
ア
ル
バ
ー
ト
美
術
館
な

ど
、
当
地
の
施
設
に
足
を
運
ん
で
西
洋
美
術
に
親
し
ん
で
い

る
。
現
在
と
異
な
り
、
海
外
の
画
家
の
絵
を
国
内
で
見
ら
れ

る
機
会
は
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
時
代
。
い
か
ん
せ
ん
、
実
業

家
の
松
方
幸
次
郎
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
も
と
に
国
立
西
洋
美

術
館
が
開
館
し
た
の
は
昭
和
34（
１
９
５
９
）年
な
の
だ
。
小

説
に
イ
ギ
リ
ス
の
画
家
に
関
す
る
記
述
が
多
く
見
ら
れ
る
の

は
、
留
学
時
代
の
賜
物
で
あ
ろ
う
。
タ
ー
ナ
ー
の
ほ
か
に
も
、

ジ
ョ
ン
・
エ
ヴ
ァ
レ
ッ
ト
・
ミ
レ
イ
や
ジ
ョ
ン
・
ウ
ィ
リ
ア
ム
・

ウ
ォ
ー
タ
ー
ハ
ウ
ス
な
ど
19
世
紀
に
人
気
を
博
し
た
画
家
た

ち
を
動
員
。
洋
画
家
が
主
人
公
の
『
草
枕
』
で
は
、
ミ
レ
イ

の
《
オ
フ
ィ
ー
リ
ア
》（
ロ
ン
ド
ン
、
テ
イ
ト
蔵
）
が
物
語
の

重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。

　
日
本
の
作
品
に
も
目
を
向
け
て
み
よ
う
。

　
　

�　

い
つ
か
の
展
覧
会
に
青
木
と
云
ふ
人
が
海
の
底
に

立
っ
て
ゐ
る
背
の
高
い
女
を
描
い
た
。
代
助
は
多
く
の

特集
　
俳
句
に
漢
詩
、
謡
、
落
語
―
―
夏
目
漱
石
が
多
趣
味
だ
っ

た
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
る
が
、
美
術
に
も
お
お
い
に
関
心
を

寄
せ
て
い
た
こ
と
が
小
説
か
ら
窺
え
る
。
画
家
の
名
前
や
絵

画
に
関
す
る
描
写
が
さ
ま
ざ
ま
な
作
品
に
登
場
す
る
の
だ
。

　
　

�

　「
あ
の
絵
を
見
給
へ
、
幹
が
真
直
で
、
上
が
傘
の
様

に
開
い
て
タ
ー
ナ
ー
の
画
に
あ
り
さ
う
だ
ね
」と
赤
シ
ャ

ツ
が
野
だ
に
云
ふ
と
、
野
だ
は
「
全
く
タ
ー
ナ
ー
で
す

ね
。
ど
う
も
あ
の
曲
り
具
合
っ
た
ら
あ
り
ま
せ
ん
ね
。

タ
ー
ナ
ー
そ
っ
く
り
で
す
よ
」と
心
得
顔
で
あ
る
。
タ
ー

ナ
ー
と
は
何
の
事
だ
か
知
ら
な
い
が
、
聞
か
な
い
で
も

困
ら
な
い
事
だ
か
ら
黙
っ
て
居
た
。（『
坊
っ
ち
ゃ
ん
』

よ
り
）

　
こ
ち
ら
は
19
世
紀
に
活
躍
し
た
イ
ギ
リ
ス
の
国
民
的
画
家
、

ジ
ョ
ゼ
フ
・
マ
ロ
ー
ド
・
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
タ
ー
ナ
ー
に
つ
い
て

触
れ
た
一
節
。
風
景
画
を
主
戦
場
と
し
た
タ
ー
ナ
ー
に
は
実

際
、
す
っ
と
高
く
伸
び
る
木
が
印
象
的
な
作
品
《
ア
ヴ
ェ
ル

ヌ
ス
湖
》（
イ
ェ
ー
ル
大
学
英
国
美
術
セ
ン
タ
ー
蔵
）や《
チ
ャ

イ
ル
ド
・
ハ
ロ
ル
ド
の
巡
礼
》（
ロ
ン
ド
ン
、
テ
イ
ト
蔵
）
な

ど
が
あ
る
。「
幹
が
真
直
」
と
言
う
赤
シ
ャ
ツ
に
対
し
て
「
あ

作
品
の
う
ち
で
、
あ
れ
丈
が
好
い
気
持
に
出
来
て
ゐ
る

と
思
っ
た
。（『
そ
れ
か
ら
』
よ
り
）

　

こ
の
絵
は
青
木
繁
に
よ
る
《
わ
だ
つ
み
の
い
ろ
こ
の
宮
》

（
石
橋
財
団
ア
ー
テ
ィ
ゾ
ン
美
術
館
蔵
）
で
あ
る
。
旧
久
留

米
藩
士
の
家
に
生
ま
れ
た
青
木
は
東
京
美
術
学
校
（
現
・
東

京
藝
術
大
学
）
に
進
学
し
、
そ
の
高
い
画
力
で
画
壇
の
寵
児

と
な
る
も
、
明
治
44（
１
９
１
１
）年
、
肺
病
で
28
年
と
い
う

短
い
生
涯
を
閉
じ
た
。
漱
石
は
夭
折
し
た
こ
の
画
家
の
作
品

を
い
た
く
好
み
、
没
後
の
遺
作
展
も
鑑
賞
し
て
い
る
。
ち
な

み
に
《
わ
だ
つ
み
の
い
ろ
こ
の
宮
》
は
昭
和
44（
１
９
６
９
）

年
に
国
の
重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
お
り
、
恐
る
べ
し

漱
石
の
審
美
眼
！　
ほ
か
に
も
『
草
枕
』
で
は
若
冲
、『
門
』

で
は
酒
井
抱
一
、『
行
人
』
で
は
円
山
応
挙
な
ど
、
日
本
の

画
家
た
ち
が
物
語
に
エ
ッ
セ
ン
ス
を
加
え
て
い
る
。
漱
石
の

父
親
は
絵
が
好
き
で
、〈
小
供
の
と
き
家
に
五
六
十
幅
の
画

が
あ
っ
た
。〉（『
思
ひ
出
す
事
な
ど
』
よ
り
）
と
い
う
か
ら
、

幼
少
期
か
ら
日
本
美
術
は
身
近
な
存
在
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
。

　
大
正
元（
１
９
１
２
）年
に
は
『
東
京
朝
日
新
聞
』
で
「
文

展
と
芸
術
」
を
発
表
。
文
展
と
は
、
明
治
40（
１
９
０
７
）年

に
創
設
さ
れ
た
日
本
初
と
な
る
官
営
の
展
覧
会
「
文
部
省
美

Profile

吉田�晃子（よしだ・あきこ）
昭和44（1969）年、東京都生まれ。
新潮社「芸術新潮」事業部総編集
長。「SINRA」編集部、書籍部門、
「旅」編集部を経て、2009 年に
「芸術新潮」編集部に異動。2014
年に同誌編集長に就任、2021年
より現職。
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術
展
覧
会
」
の
略
称
で
、
受
賞
に
至
る
と
知
名
度
や
画
料
が

上
が
る
な
ど
、
当
時
の
美
術
界
に
絶
大
な
る
影
響
を
与
え
て

い
た
。
12
回
に
わ
た
っ
て
掲
載
さ
れ
た
「
文
展
と
芸
術
」
は
、

第
６
回
展
の
展
覧
会
評
で
あ
る
。
ジ
ャ
ン
ル
は
違
え
ど
も
同

じ
表
現
者
と
し
て
の
叱
咤
激
励
だ
ろ
う
か
、
漱
石
ら
し
い
率

直
さ
で
木こ
の

島し
ま

櫻お
う

谷こ
く

の
《
寒
月
》（
京
都
市
京
セ
ラ
美
術
館
蔵
）

や
安
田
靫ゆ
き
ひ
こ彦

の
《
夢
殿
》（
東
京
国
立
博
物
館
蔵
）
な
ど
に

は
手
厳
し
い
評
価
。
か
と
思
え
ば
田
近
竹ち
く
そ
ん邨
の
《
平
遠
》
に

魅
か
れ
て
購
入
を
考
え
た
り
も
し
て
い
る
。
残
念
な
が
ら〈
価

は
五
百
円
と
断
っ
て
あ
っ
た
。
夫そ
れ
で
買
ふ
の
は
已
め
た
。〉
と

断
念
し
た
よ
う
だ
。
尾
竹
竹ち
く

坡は

の《
天
孫
降
臨
》に
対
し
て
は
、

〈
天
孫
丈
あ
っ
て
大
変
幅
を
取
っ
て
ゐ
た
。出
来
得
べ
く
ん
ば
、

浅
草
の
花
屋
敷
か
谷
中
の
団
子
坂
へ
降
臨
さ
せ
た
い
と
思
つ

た
。〉
と
ユ
ー
モ
ア
炸
裂
。
個
人
的
な
感
想
で
恐
縮
で
は
あ
る

が
、
尾
竹
兄
弟
の
作
品
に
も
触
れ
て
い
た
こ
と
が
感
慨
深
い
。

漱
石
が
見
た
こ
の
年
の
文
展
で
三
兄
弟
そ
ろ
っ
て
入
賞
の
栄

誉
に
輝
く
も
、
実
験
的
な
作
風
や
挑
発
的
な
言
動
も
あ
っ
て

画
壇
と
対
立
。
す
っ
か
り
忘
れ
ら
れ
て
い
た
奇
才
た
ち
だ
が
、

先
ご
ろ
泉
屋
博
古
館
東
京
で
「
特
別
展
オ
タ
ケ
・
イ
ン
パ
ク

ト　
越え
つ
ど
う堂
・
竹ち
く

坡は

・
国こ
っ
か
ん観
、
尾
竹
三
兄
弟
の
日
本
画
ア
ナ
キ

ズ
ム
」（
終
了
）
が
開
催
さ
れ
、
漱
石
が
言
及
し
て
い
た
画

家
た
ち
が
再
び
陽
の
目
を
見
た
！
と
嬉
し
か
っ
た
。

　
そ
ん
な
漱
石
の
美
へ
の
愛
情
は
、
装
丁
や
挿
画
に
も
表
れ

た
。
デ
ビ
ュ
ー
作
『
吾
輩
ハ
猫
デ
ア
ル
』
の
表
紙
を
飾
る
の

は
装
丁
を
手
が
け
た
橋
口
五ご

葉よ
う

の
作
品
、
挿
画
は
中
村
不ふ

折せ
つ

と
浅
井
忠
。
刊
行
に
あ
た
っ
て
漱
石
は
、
教
え
子
宛
の
手
紙

に
〈
う
つ
く
し
い
本
を
出
す
の
は
う
れ
し
い
。
高
く
て
も
売

れ
な
く
て
も
い
ゝ
か
ら
立
派
に
し
ろ
と
云
っ
て
や
っ
た
。〉〈
到

底
売
れ
な
い
ね
。〉
と
綴
っ
て
い
る
。
出
版
社
勤
め
の
身
と

し
て
は
、
編
集
者
は
さ
ぞ
や
頭
を
抱
え
た
こ
と
だ
ろ
う
と
同

情
す
る
力
の
入
れ
っ
ぷ
り
だ
。
も
っ
と
も
、
同
書
は
発
売
か

ら
わ
ず
か
20
日
で
初
版
完
売
。
漱
石
は
不
折
に
挿
画
の
お
か

げ
だ
と
感
謝
の
手
紙
を
送
っ
て
い
る
。
五
葉
は
東
京
美
術
学

校
を
卒
業
し
て
間
も
な
い
24
歳
の
若
者
で
あ
っ
た
が
、
の
ち

に
森
鷗
外
や
谷
崎
潤
一
郎
な
ど
の
本
の
装
丁
も
任
さ
れ
る
ほ

ど
に
な
り
、
漱
石
は
そ
の
才
能
を
早
く
か
ら
見
抜
い
て
い
た

と
言
え
よ
う
。
五
葉
は
『
三
四
郎
』
や
『
そ
れ
か
ら
』
な
ど
、

そ
の
後
も
多
く
の
書
籍
で
装
丁
を
担
当
し
た
。
そ
し
て
漱
石

は
、『
こ
ゝ
ろ
』
と
『
硝
子
戸
の
中
』
で
と
う
と
う
自
装
。『
道

草
』
や
未
完
の
遺
作
『
明
暗
』
な
ど
最
晩
年
の
作
品
は
津
田

青せ
い
ふ
う楓

に
よ
る
装
丁
で
あ
る
。

　

そ
の
青
楓
に
習
っ
て
漱
石
は
自
ら
絵
筆
を
と
る
こ
と
も

あ
っ
た
。
と
い
う
か
立
派
な
趣
味
に
な
っ
て
い
た
よ
う
で
、

作
品
が
い
く
つ
も
残
っ
て
い
る
し
、
自
筆
の
絵
手
紙
を
知
人

に
送
っ
た
り
も
し
て
い
る
。
出
来
栄
え
は
…
…
味
が
あ
る
、

と
言
葉
を
濁
し
た
い
。
こ
ち
ら
を
じ
っ
と
見
つ
め
る
猫
が
愛

ら
し
い
《
あ
か
ざ
と
黒
猫
》（
神
奈
川
近
代
文
学
館
蔵
）
は
悪

く
な
い
と
思
う
の
だ
が
、
青
楓
は
拙
さ
を
指
摘
。
や
は
り
表

現
者
同
士
は
手
厳
し
い
の
で
あ
る
。
本
人
お
気
に
入
り
の
う

ち
の
一
点
は《
無
題（
寒
山
拾
得
）》（
神
奈
川
近
代
文
学
館
蔵
）

だ
っ
た
よ
う
で
、
漱
石
山
房
の
書
斎
に
飾
っ
て
い
た
と
い
う
。

『漱石遺墨集』（岩波書店 昭和10（1935）
年）より、大正 3（1914）年に漱石が描
いた《あかざと黒猫》。

『こころ』
（岩波書店 大正 3（1914）年）

『吾輩ハ猫デアル』上編
（大倉書店・服部書店 明治 38（1905）年）
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開
館
記
念
講
演
会

「
高
浜
虚
子
生
誕
1
5
0
年

虚
子
・
漱
石
か
ら
近
代
俳
句
」

漱
石
山
房
ト
ー
ク
シ
ョ
ー

「
漱
石
先
生
と
小
宮
豊
隆
」

“
漱
石
ア
ン
ド
ロ
イ
ド
”に
よ
る

『
三
四
郎
』
朗
読
会

特
別
展
記
念
講
演
会

「
小
宮
豊
隆
と
い
う
多
面
体
」

　
漱
石
山
房
記
念
館
開
館
7
周
年
を
記
念
し
て
、
開

館
記
念
講
演
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
今
回
の
講
師
は
、

高
浜
虚
子
の
曾
孫
で
あ
る

俳
人
の
星
野
高
士
氏
に
依

頼
し
、
漱
石
・
虚
子
の
俳

句
の
紹
介
、
作
ら
れ
た
背

景
や
言
葉
の
使
い
方
を
俳

人
ら
し
い
切
り
口
で
紹
介

い
た
だ
き
ま
し
た
。
参
加

者
か
ら
は
、「
も
っ
と
話

が
聞
き
た
か
っ
た
」
な
ど

好
評
を
得
ま
し
た
。

　
特
別
展
に
合
わ
せ
、
夏

目
漱
石
や
そ
の
門
下
生
な

ど
を
取
り
上
げ
た
コ
ミ
ッ

ク
作
品
等
を
手
掛
け
る
、

漫
画
家
の
香
日
ゆ
ら
氏
と

当
館
学
芸
員
に
よ
る
ト
ー

ク
シ
ョ
ー
を
開
催
し
ま
し

た
。「
漱
石
が
大
好
き
！
」

と
い
う
視
点
か
ら
お
話
を

伺
い
、
後
半
は
香
日
氏
へ

の
質
問
コ
ー
ナ
ー
で
参
加
者
か
ら
の
質
問
に
答
え
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
参
加
者
よ
り
「
カ
ジ
ュ
ア
ル
な
雰
囲

気
で
と
て
も
楽
し
か
っ
た
」等
の
感
想
が
あ
り
ま
し
た
。

　
通
常
、
二
松
学
舎
大
学
で
活
動
し
て
い
る
「
漱
石

ア
ン
ド
ロ
イ
ド
」。
開
催
中
だ
っ
た
特
別
展
に
合
わ
せ
、

当
館
で
『
三
四
郎
』
の
朗
読
や
、
漱
石
ア
ン
ド
ロ
イ
ド

研
究
会
の
学
生
と
共

に
〇
×
ク
イ
ズ
な
ど

を
行
い
ま
し
た
。
ア
ン

ド
ロ
イ
ド
研
究
に
関

す
る
貴
重
な
話
も
あ

り
、
ア
ン
ド
ロ
イ
ド
の

漱
石
先
生
と
過
ご
す

濃
い
時
間
と
な
っ
た

本
朗
読
会
、
最
後
は

記
念
撮
影
で
締
め
く

く
り
ま
し
た
。

　《
特
別
展
》「『
三
四
郎
』

の
正
体 

夏
目
漱
石
と
小
宮

豊
隆
」
に
ち
な
ん
だ
東
北

大
学
大
学
院
准
教
授
の
仁

平
政
人
氏
に
よ
る
記
念
講

演
会
で
し
た
。
漱
石
門
下

生
の
筆
頭
と
い
う
小
宮
豊

隆
の
立
場
だ
け
で
は
な
く
、

小
説
家
と
し
て
の
顔
、
文

芸
批
評
家
と
し
て
の
顔
、

古
典
文
学
・
伝
統
文
化
の

研
究
者
と
し
て
の
顔
等
、
特
別
展
と
は
異
な
る
切
り
口

で
小
宮
豊
隆
と
い
う
人
物
を
解
き
明
か
し
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
参
加
者
か
ら
は
「
聞
い
て
い
て
楽
し
い
ご
研

令
和
6
年
9
月
21
日（
土
）

令
和
6
年
11
月
3
日（
日
祝
）

令
和
6
年
10
月
19
日（
土
）

令
和
6
年
11
月
23
日（
土
祝
）

イベント報告

展　示　報　告

　
夏
目
漱
石
『
三
四
郎
』
の
モ
デ
ル
と
も

さ
れ
る
小
宮
豊
隆
の
生
誕
1
4
0
年
を

記
念
し
て
、
福
岡
県
み
や
こ
町
と
み
や
こ

町
教
育
委
員
会
の
後
援
を
得
て
、
特
別
展

を
開
催
し
ま
し
た
。
展
示
は
第
一
章
「『
三

四
郎
』
の
世
界　
あ
な
た
は
よ
っ
ぽ
ど
度

胸
の
な
い
方
で
す
ね
」第
二
章「「
三
四
郎
」

小
宮
豊
隆　
女
手
に
育
ち
て
星
を
祭
り
け

り
」
第
三
章
「
漱
石
と
豊
隆　
矢
っ
張
り

先
生
に
し
て
友
達
な
る
も
の
だ
ね
。」
第

四
章
「
師
亡
き
後　
今
の
う
ち
修
養
し
て

批
評
家
に
な
り
玉
へ
。」
第
五
章
「
小
宮
豊
隆
の
業
績　
五
十
年
生
き
て

恥
か
し
漱
石
忌
」
の
５
章
構
成
と
し
ま
し
た
。
展
示
資
料
の
う
ち
、
三
四

郎
が
上
京
中
の
車
中
で
取
り
出
し
た
『
ベ
ー
コ
ン
ズ
・
エ
ッ
セ
イ
』（
東
北

大
学
附
属
図
書
館
「
漱
石
文
庫
」）
等
を
展
示
し
、「
三
四
郎
」
の
作
品
世

界
を
楽
し
ん
で
い
た
だ
い
た
り
、
小
宮
を
漱
石
に
紹
介
し
た
、
従
兄
の
犬

塚
武
夫
の
漱
石
宛
て
書
簡
（「
松
岡
・
半
藤
家
資
料
」）
な
ど
注
目
資
料
を

展
示
紹
介
し
ま
し
た
。
展
示
室
の
最
後
に
は
映
像
コ
ー
ナ
ー
を
設
け
、
み

や
こ
町
が
作
成
し
た
小
宮
豊
隆
の
紹
介
映
像
を
放
映
し
、
み
や
こ
町
の
観

光
案
内
コ
ー
ナ
ー
と
し
ま
し
た
。

　
本
展
示
で
は
、
み
や
こ
町
歴
史
民
俗
博
物
館
と
東
北
大
学
附
属
図
書
館

の
多
大
な
る
御
協
力
を
得
て
、「
小
宮
豊
隆
資
料
」
と
「
漱
石
文
庫
」
か

ら
貴
重
な
資
料
を
お
借
り
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
そ
の
他
の
関
係
各

位
・
各
機
関
か
ら
も
大
変
有
難
い
御
協
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
1

階
か
ら
2
階
に
上
が
る
階
段
の
廊
下
に
は
、
漫
画
家
・
香
日
ゆ
ら
氏
の
コ

ミ
ッ
ク
エ
ッ
セ
イ
「
漱
石
門
下
の
小
宮
豊
隆
」（
小
宮
豊
隆
『
漱
石
先
生
と

私
た
ち
』
所
収
）
の
パ
ネ
ル
を
展
示
し
た
り
、
館
内
に
フ
ォ
ト
ス
ポ
ッ
ト

を
設
け
、「
三
四
郎
」
の
セ
リ
フ
を
使
っ
た
フ
ォ
ト
プ
ロ
ッ
プ
ス
コ
ー
ナ
ー

を
作
る
な
ど
、
展
示
以
外
で
も
親
し
め
る
工
夫
を
試
み
ま
し
た
。

　
来
館
者
か
ら
は
、「
贈
ら
れ
た
絵
や
ハ
ガ
キ
や
手
紙
の
や
り
と
り
、
本
で

知
っ
て
い
て
も
、
資
料
で
見
る
と
実
感
が
わ
い
て
き
ま
す
ね
。」「
今
後
も

ユ
ニ
ー
ク
な
弟
子
の
展
示
を
楽
し
み
に
し
て
ま
す
」
な
ど
の
ご
意
見
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。

《
特
別
展
》

『
三
四
郎
』の
正
体　
夏
目
漱
石
と
小
宮
豊
隆

令
和
6
年
10
月
12
日（
土
）～
12
月
15
日（
日
）

※
11
月
11
日
に
展
示
替
え
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文
学
館
学
芸
員
講
座

「
文
京
区
立
森
鷗
外
記
念
館
の
成
り
立
ち

と
所
蔵
資
料
の
軌
跡
に
つ
い
て
」

文
学
さ
ん
ぽ

漱
石
忌　

夏
目
漱
石
の
墓
参
り

俳
句
講
座

「
漱
石
と
虚
子 

―
余
裕
の
文
学
―
」

　
文
学
館
学
芸
員
に
よ
る
現
場
か
ら
の
最
先
端
の
講
義

で
し
た
。
今
年
は
文
京
区
立
森
鷗
外
記
念
館
の
副
館
長

兼
学
芸
員
・
塚
田
瑞
穂
氏
に
、
森
鷗
外
記
念
館
の
歴
史

や
鷗
外
旧
蔵
書
の
所
蔵
先
、
こ
れ
ま
で
開
催
さ
れ
た
展

示
、
鷗
外
と
漱
石
の
接
点
な
ど
に
つ
い
て
お
話
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　
受
講
者
か
ら
は
「
展
示

の
コ
ン
セ
プ
ト
の
話
が
面

白
か
っ
た
」「
学
芸
員
の

仕
事
が
垣
間
見
ら
れ
て
興

味
深
か
っ
た
」
な
ど
の
感

想
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
漱
石
山
房
記
念
館
で
は
毎
年
、
漱
石
の
忌
日
12
月

9
日
に
合
わ
せ
て
、
雑
司
ケ
谷
霊
園
の
漱
石
と
漱
石

ゆ
か
り
の
人
物
の
お
墓
を
訪
ね
る
文
学
さ
ん
ぽ
を
実

施
し
て
い
ま
す
。
今
年
は
漱
石
忌
の
前
日
に
行
い
、

漱
石
に
加
え
て
、岩
野
泡
鳴
、森
田
草
平
、ラ
フ
ァ
エ
ル・

フ
ォ
ン
・
ケ
ー
ベ
ル
の
お
墓
を
巡
り
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

ガ
イ
ド
が
熱
の
こ
も
っ
た
解
説
を
行
い
ま
し
た
。
参
加

者
か
ら
は
「
個
人
で

は
な
か
な
か
行
か
れ

な
い
の
で
、
と
て
も

貴
重
な
体
験
と
な
り

よ
か
っ
た
で
す
」「
年

を
重
ね
て
か
ら
お
参

り
す
る
と
い
ろ
ん
な

想
い
も
わ
き
と
て
も

よ
か
っ
た
で
す
」
な

ど
の
感
想
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　
俳
人
で
、
現
在
、
日
経

新
聞
の
俳
壇
欄
の
選
者
も

務
め
ら
れ
て
い
る
神
野
紗

希
氏
を
講
師
に
お
招
き
し

て
、
俳
句
講
座
を
開
催
し

ま
し
た
。
漱
石
初
の
小
説

「
吾
輩
は
猫
で
あ
る
」
の

誕
生
に
深
く
関
わ
っ
て
い

令
和
6
年
11
月
30
日（
土
）

令
和
6
年
12
月
8
日（
日
）

令
和
6
年
12
月
7
日（
土
）

　
漱
石
山
房
記
念
館
で
は
、
こ
れ
ま
で
多
く
の
方
か
ら
の
寄
贈
や
夏
目

漱
石
記
念
施
設
整
備
基
金
へ
の
寄
附
に
よ
り
貴
重
な
資
料
を
収
蔵
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
本
展
示
で
は
、
そ
う
し
た
皆
様
の
協
力
に
よ
っ

て
収
集
さ
れ
た
漱
石
山
房
記
念
館
の
代
表
的
な
資
料
を
紹
介
し
て
い
ま

す
。
漱
石
山
房
記
念
館
資
料
の
核
と
な
る
「
松
岡
・
半
藤
家
資
料
」
や
、

近
年
新
た
に
収
蔵
さ
れ
た
資
料
を
中
心
に
、
夏
目
漱
石
と
漱
石
山
房
を

た
ど
っ
て
い
ま
す
。

　
今
回
は
、
漱
石
の
思
想
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
哲
学
者
・
ラ
フ
ァ

エ
ル
・
フ
ォ
ン
・
ケ
ー
ベ
ル
が
帰
国
時
（
実
際
に
は
帰
国
で
き
な
か
っ
た
）

に
漱
石
に
託
し
た
教
え
子
た
ち
へ
の
告
別
の
辞
を
、
漱
石
が
自
身
の
回

想
録
を
交
え
て
『
東
京
朝
日
新
聞
』
に
掲
載
し
た
原
稿
「
ケ
ー
ベ
ル
先

生
の
告
別
」
や
、『
道
草
』『
明
暗
』
の
装
丁
を
手
が
け
絵
画
の
師
で
あ
っ

た
津
田
青
楓
に
宛
て
て
芸
術
家
の
孤
独
に
つ
い
て
語
っ
た
書
簡
な
ど
を

展
示
し
て
い
ま
す
。

　

漱
石
が
亡
く
な
る
ま
で
の
9
年
間
を
過
ご
し
た
漱
石
山
房
の
地
で
、

ゆ
か
り
の
資
料
を
通
じ
て
漱
石
の
生
涯
や
作
品
世
界
に
思
い
を
馳
せ
て

み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。
是
非
お
越
し
下
さ
い
。

《
通
常
展
》

夏
目
漱
石
と
漱
石
山
房 

其
の
二

令
和
6
年
12
月
19
日（
木
）～
令
和
７
年
4
月
20
日（
日
）

※
2
月
18
日
展
示
替
え

開
催
中

究
、理
論
の
組
み
立
て
に
目
が
醒
め
る
思
い
で
す
。漱
石
、

芭
蕉
、
ゲ
ー
テ
が
こ
う
し
て
つ
な
が
る
と
は
…
」
な
ど

の
感
想
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

た
こ
と
で
も
知
ら
れ
る
高
浜
虚
子
と
漱
石
に
つ
い
て
の

講
演
の
後
、
漱
石
も
楽
し
ん
だ
互
選
句
会
を
実
際
に
体

験
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
参
加
者
か
ら
は
「
は
じ
め

は
句
会
と
聞
い
て
緊
張
し
て
い
ま
し
た
が
、
大
変
の
び

の
び
と
し
て
楽
し
い
句
会
で
し
た
」「
貴
重
な
お
話
と

作
句
、
良
い
企
画
だ
と
思
い
ま
す
。
今
後
継
続
し
て
ほ

し
い
と
思
い
ま
す
」な
ど
の
感
想
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
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夏
目
漱
石
の
門
下
生
の
筆
頭
的
立
場
に
あ
っ
た
小
宮
豊
隆
の

直
筆
原
稿
で
す
。『
東
京
朝
日
新
聞
』
昭
和
13（
１
９
３
８
）年

12
月
24
日
・
25
日
・
26
日
に
掲
載
さ
れ
ま
し
た
。

　
本
資
料
は
、「
岩
波
特
製
」
原
稿
用
紙
24
枚
に
書
か
れ
て
い

ま
す
。
文
字
の
大
き
さ
や
改
行
を
指
示
す
る
校
正
記
号
が
記
さ

れ
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
入
稿
原
稿
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
り
ま

す
。
実
は
、
こ
の
４
年
後
に
岩
波
書
店
か
ら
刊
行
さ
れ
た
小
宮

の
エ
ッ
セ
イ
集『
漱
石・寅
彦・三
重
吉
』に
収
録
さ
れ
た
の
で
、

こ
の
と
き
の
も
の
か
と
も
思
い
ま
し
た
が
、
用
紙
上
部
余
白
に

「13.12.22.后
4.30

」
と
い
う
お
そ
ら
く
は
編
集
部
で
の
作

業
日
時
を
示
す
ス
タ
ン
プ
印
が
あ
る
の
で
、
朝
日
新
聞
へ
の
入

稿
原
稿
で
し
ょ
う
。
上
中
下
の
各
編
に
「
小
宮
豊
隆
」
と
い
う

署
名
も
あ
る
の
で
そ
の
よ
う
に
思
わ
れ
ま
す
。

　
さ
て
、
漱
石
の
二
十
三
回
忌
は
、
昭
和
13（
１
９
３
８
）
年

の
12
月
９
日
に
茗
荷
谷
に
あ
っ
た
至
道
庵
で
営
ま
れ
ま
し
た
。

こ
の
日
は
、
冬
晴
れ
の
麗
ら
か
な
小
春
日
和
だ
っ
た
と
い
い
ま

す
。
小
宮
の
エ
ッ
セ
イ
に
よ
れ
ば
、
漱
石
は
こ
う
い
う
日
に
は

必
ず
書
斎
か
ら
「
縁
側
」（
ベ
ラ
ン
ダ
）
へ
紫
檀
製
の
文
机
を

持
ち
出
し
て
、
読
書
を
し
た
り
、
原
稿
の
執
筆
を
し
た
り
し
た

と
い
い
ま
す
。
小
宮
は
こ
の
よ
う
な
漱
石
を
見
る
度
、
漱
石
の

俳
句
「
日
當
り
や
熟
柿
の
如
き
心
地
あ
り
」
を
思
い
出
し
た
と

語
り
ま
す
。

　
こ
の
日
の
夜
、
上
野
・
精
養
軒
に
会
場
を
移
し
、
漱
石
の
写

真
を
安
置
し
た
祭
壇
が
設
け
ら
れ
、
鏡
子
夫
人
に
よ
っ
て
食
事

会
が
設
け
ら
れ
ま
し
た
。
出
席
し
た
門
下
生
た
ち
は
一
人
ず
つ

立
ち
上
が
っ
て
、
漱
石
の
思
い
出
を
一
鎖
ず
つ
話
し
ま
し
た
。

小
宮
は
、
漱
石
に
電
話
を
か
け
て
ひ
ど
く
怒
ら
れ
た
思
い
出
話

を
披
露
し
て
い
ま
す
。

　
法
事
の
後
は
、
こ
れ
ま
で
だ
と
漱
石
の
書
斎
と
蔵
書
を
ど
の

よ
う
に
保
存
す
る
の
か
と
い
う
話
し
合
い
が
な
さ
れ
る
の
が
恒

例
で
し
た
。

　

�

然
し
今
年
は
そ
の
問
題
は
出
な
か
っ
た
。
私
も
そ
れ
を
出
さ

な
か
っ
た
。

　
早
稲
田
の
漱
石
の
書
斎
は
、
夏
目
家
が
西
大
久
保
に
転
居
し

た
後
も
そ
の
ま
ま
に
残
さ
れ
ま
し
た
が
、
書
斎
と
客
間
以
外
は

す
っ
か
り
改
築
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、管
理
人
は
い
る
も
の
の
、

閉
め
切
っ
て
い
る
た
め
、
風
通
し
が
悪
く
、
鼠
な
ど
が
走
り
回

り
、
本
が
傷
ん
で
仕
方
無
い
と
小
宮
は
嘆
き
ま
す
。

　
本
来
で
あ
れ
ば
、
夏
目
家
で
現
在
の
家
を
取
り
壊
し
、
全
て

原
型
に
戻
し
た
上
で
然
る
べ
き
と
こ
ろ
に
寄
附
を
し
、
保
管
に

当
た
っ
て
も
ら
う
の
が
一
番
良
い
方
法
だ
と
述
べ
ま
す
。
し
か

し
、
現
実
は
様
々
な
事
情
か
ら
実
現
の
見
込
み
は
無
い
。
し
た

が
っ
て
、
こ
の
問
題
が
当
分
解
決
さ
れ
る
見
込
み
が
無
い
の
な

ら
、
せ
め
て
蔵
書
だ
け
で
も
先
に
ど
う
に
か
し
た
い
と
い
う
問

題
が
生
じ
る
と
述
べ
ま
す
。

　

�

蔵
書
を
取
り
去
っ
た
ら
、
先
生
の
書
斎
は
歯
の
抜
け
た
よ
う

な
も
の
に
な
っ
て
し
ま
は
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
点
か

ら
言
え
ば
、
蔵
書
の
処
分
と
い
う
事
は
、
先
生
の
家
、
も
し

く
は
書
斎
を
保
存
す
る
方
法
が
、
ど
う
し
て
も
立
た
な
い
場

合
に
な
つ
て
、
初
め
て
考
え
べ
き
問
題
で
、
こ
っ
ち
を
先
に

考
え
る
の
は
、
寧
ろ
本
末
顚
倒
と
言
わ
れ
る
べ
き
事
で
あ
る

の
か
も
知
れ
な
い
。
―
―

　
事
実
と
し
て
は
、
空
襲
に
よ
っ
て
書
斎
が
全
焼
す
る
直
前
の

昭
和
18（
１
９
４
３
）
年
、
小
宮
ら
の
努
力
に
よ
り
、
漱
石
の

蔵
書
は
東
北
大
学
附
属
図
書
館
へ
移
管
さ
れ
ま
し
た
。

　
年
を
と
っ
た
門
下
生
た
ち
が
漱
石
の
思
い
出
を
語
り
合
う
様

子
、
そ
し
て
小
宮
が
抱
え
て
い
た
漱
石
山
房
保
存
に
対
す
る
思

い
。
当
館
に
と
っ
て
誠
に
意
義
深
い
資
料
と
い
う
こ
と
が
出
来

ま
す
。

　
「
漱
石
二
十
三
回
忌
」は
、再
録
時
の『
漱
石・寅
彦・三
重
吉
』

の
文
末
に
「
一
三
、一
二
、二
三
」
と
の
日
付（
校
了
日
か
）
が

付
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
昨
年
、
刊
行
さ
れ
た
小
宮
豊
隆
著

『
漱
石
先
生
と
私
た
ち
』（
中
公
文
庫
）に
も
収
録
さ
れ
た
の
で

容
易
に
読
む
こ
と
が
出
来
ま
す
。

　
本
資
料
は
、夏
目
漱
石
記
念
施
設
整
備
基
金
を
活
用
し
、《
特

別
展
》「『
三
四
郎
』
の
正
体　
小
宮
豊
隆
と
夏
目
漱
石
」
に
お

い
て
展
示
し
ま
し
た
。

※
引
用
文
は
、
本
原
稿
を
底
本
と
し
て
い
ま
す
。
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介
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昨夏の《通常展》テーマ展示「漱石山房記念館初版本コレクション」で人気の高かった初版本をマグネットにしました。
タイルのようにかわいい仕上がりになりました。

この度ご要望の多かったミニトート「吾輩ハ
猫デアル」を再作成しました。
帆布の風合いを活かした生成りの生地に、『吾
輩ハ猫デアル』上編初版本の装丁から選んだ
猫のデザインが鮮やかなオレンジ色でプリン
トされていて、目を引きます。
小さめサイズがちょっとしたお出かけやラン
チバッグとしても大変便利です。

漱石山房記念館
オリジナルグッズの紹介

ミュージアム
ショップ

詳細はミュージアムショップのウェブページをご確認ください。
https://soseki-museum.jp/user-guide/museum-shop/

電話：03-3205-0209　FAX：03-3205-0211

〈問合せ〉新宿区立漱石山房記念館  ミュージアムショップ担当

初版本マグネット 価格：各 300 円（縦 4cm×横 4cm）

ミニトートバッグ「吾輩ハ猫デアル」

※価格はすべて税込です

※当館オリジナルグッズは郵送でもご購入いただけます。

価格：1,000 円
（縦約 20cm×横約 30cm×マチ約 10cm）

『吾輩は猫である』 上編

『彼岸過迄』

『吾輩は猫である』 下編

『こころ』

『虞美人草』

『吾輩は猫である』 下編中表紙

『それから』

『行人』 中表紙

『四篇』

『行人』 見返し

新 商 品

復 活



※ 引用文中等に今日では不適切と思われる語句が見られますが、当時の表現表記を尊重し、そのままとしました。 8

　『虞美人草』で印象深い上野の東京勧業博覧会の風景。当時の白
黒の写真を参考に、煌びやかな博覧会の夜景を想像して色をつけました。
当時夢のように美しく人 の々心に映ったのではないでしょうか。（中川学）

　1984 年に開館し、2024 年
には 40周年を迎えた日本近代
文学専門の博物館・図書館で
す。神奈川県は夏目漱石をは
じめ、芥川龍之介、川端康成、
太宰治、三島由紀夫など、日
本近代文学史を代表する作家
たちと深い関わりがあり、多くの文学作品の舞台となってきました。こ
れらの作家や作品の魅力を、展覧会や講演会、朗読会などを通じて広く
発信しています。
　所蔵資料は神奈川県ゆかりの文学を中心に収集、保存、公開しており、
130万点を超えています。中でも「夏目漱石特別コレクション」は国内
でも有数の規模と質を誇り、現在は「夏目漱石資料デジタルアーカイブ」
としてインターネット上で公開しています。原稿や自筆資料、書簡、書
画、遺品などを、鮮明なデジタル画像で誰でも閲覧することができます。
また、展示館第1展示室の「漱石山房書斎」コーナーでは、書斎の雰囲
気を再現しながら、コレクションの一部を紹介しています。
　館内には「鮨喫茶すすす」を併設。文学をテーマにしたお寿司やドリ
ンク、スイーツを楽しめる場所として、来館者に親しまれています。

東西線早稲田駅

夏目坂

早稲田
小学校

漱石山房通り

牛込保健センター
（建設中）

早稲田通り

大久保通り

外
苑
東
通
り

大江戸線
牛込柳町駅 市谷柳町

弁天町

バス停
牛込保健センター前漱石山房記念館

夏目漱石
誕生の地
（区指定史跡）

夏目漱石終焉の地
（区指定史跡）

新宿区立漱石山房記念館
TEL：03-3205-0209　FAX：03-3205-0211　https://soseki-museum.jp/
編集・発行　新宿区立漱石山房記念館（指定管理者：公益財団法人新宿未来創造財団）
表紙イラストレーション：中川学

Access
【電車】   東京メトロ東西線「早稲田駅」1 番出口より徒歩 10 分
　　　  都営地下鉄大江戸線「牛込柳町駅」東口より徒歩 15 分

【バス】  都営バス（白61）「牛込保健センター前」より徒歩２分
※駐車場はございません。公共交通機関をご利用ください。

⃝所 在 地…東京都新宿区早稲田南町 7 番地
⃝休 館 日…毎週月曜日（祝休日の場合は翌平日）、年末年始（12/29 〜1/3）、展示替期間
⃝開館時間…10：00 〜 18：00（ただし入館は 17：30 まで）
⃝観 覧 料…一般 300 円、小中学生 100 円、特別展開催時は別途定めます

リレーエッセイ 第15回

　私たちの朗読グループ「沙羅の木」「野の花」が、漱石
山房記念館で朗読発表会を始めた頃の令和4年9月24
日に漱石山房記念館は、開館5周年を迎えました。夏目
漱石先生・生誕155年にあたる年でした。漱石先生の
孫にあたる名誉館長半藤末利子さんに、祖母の鏡子夫人、
母の筆子さんから直接聞かされた、祖父・夏目金之助の
素顔についてお話を聞くという企画が持ち上がり、半藤
末利子さんの希望で対談という形になりました。その5
年前、名誉館長は生誕150年の時にもフリーアナウンサー
の宮本隆治氏と対談し、その心地良い聞き上手ぶりを覚
えておられ、今回も対談形式を希望されました。記念館
での朗読会でお世話になっていた、元フジテレビアナウ
ンサーの私にお鉢が回ってきたのです。
　テーマの中心は「夏目家三代の夫婦像」。肩肘を張らな
い楽しいお話でした。「明治28（1895）年の暮れ、当時
28歳の松山中学の英語教師夏目金之助は、見合いのため
に帰京し、貴族院書記官長の中根重一の長女鏡子と会う
ために一人で書記官長の宿舎へ出かけて行ったと言いま
す。そして、既に写真の交換も済み互いに気に入った模
様であったようです。また、母筆子の場合は、多くの求
愛者の中から、漱石門下の中でも無口で年若い松岡譲を
筆子が熱望した末の大恋愛だった」と話されました。そ
して半藤末利子さんの場合「私は、望まれて嫁に参りま
した」と仰る。三代三様の夫婦像であったようです。
　また「読者の皆さんは本を読んで “漱石 ”はすごく偉い
人で完全無欠の様な印象を受けて居られますが、母筆子
のようにごく身近な人は非常に怖かったと申します。で
も祖母の鏡子は、漱石の写真を見た途端「なんて素敵な
品の良い紳士でしょう」と一目惚れしたのです」こんな
お話を実に楽しそうにコロコロと笑いながらしていただ
きました。
　歴史上の大文豪で偉大な遠い存在であった “夏目漱
石先生 ”が門下生や教え子たち、周囲の人たちに愛情深
く、実に人間らしいエピソードに溢れた優しい方だった
と、とても身近に感じられた「愉しい」時間でした。（完）

半藤末利子さんとの対談こぼれ話
朗読の会　野の花　野間脩平

住　　所　神奈川県横浜市中区山手町 110
T　E　L　�045-622-6666
入 館 料　展覧会ごとに異なる
開館時間　展示室▶ 9：30～17：00（入館は16：30まで）
　　　　　閲覧室▶ 9：30～18：30（土・日・祝日は17：00まで）
休 館 日　月曜日（祝日は開館）、年末年始ほか
※詳しくはウェブサイトをご確認ください　https://www.kanabun.or.jp/

《通常展》夏目漱石と漱石山房 其の二
会　期　開催中～4月20日（日）

寄贈や基金への寄附により収集した資料、そして「松岡・半藤家資料」
から夏目漱石と漱石山房をたどります。

表紙の

こぼれ
話

ミュージアムめぐり　　　　
県立神奈川近代文学館

第9回

県立神奈川近代文学館

令和 7 年 2 月15 日発行

元フジテレビアナウンス室長。在職中はニュースか
らワイドショーまで広く担当。時代劇専門チャンネ
ルで、「朗読 鬼平犯科帳」を 8 年間担当。現在は、
㈶森光子芸能文化振興財団代表理事。朗読の会「銀
座寺子屋」主宰。

野間脩平（のましゅうへい）
Profile

　特集は「芸術新潮」事業部総編集長の吉田晃
子さん、リレーエッセイは朗読の会「野の花」
野間脩平さんにご寄稿いただきました。ありが
とうございます。ミュージアムめぐりの県立神奈
川近代文学館は、当館の開館に際し、常設展示
では資料の写真、漱石山房再現展示室ではレプ
リカ作成の資料など多くのご協力をいただいて
います。また、県立神奈川近代文学館ではミュー
ジアムグッズも多く販売されていて、当館でも
漱石に関係するグッズを取り扱っています。

　今年は『吾輩は猫である』発表120年、当館は「猫年」として様々
なイベントなどを行っていきたいと思っています。
　引き続き新宿区立漱石山房記念館をよろしくお願いいたします。

編集後記

お知
らせ 現在開催中の展示
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